
熊谷キャンパス（校舎）
開設50周年記念イベントを企画中です!

◆日　時：平成29年6月24日（土）
◆場　所：立正大学熊谷キャンパス
※詳細につきましては、本紙137号（4月1日発行）ならびに
　HPにてご案内いたします。

◆開催日：平成29年6月25日（日）
◆主　催：立正大学同窓会埼玉県支部
◆共　賛：立正大学同窓会本部・文学部同窓会
◆内　容：長瀞渓流下り、熊谷市内の各地を散策する等の

バスツアーを企画中です。
※企画内容の行程・費用等の詳細は本紙137号（4月1日発行）にて発表いたします。

立正大学同窓会定期総会
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2  第2回FDフォーラムを開催
3  カラ・テペ遺跡調査 ～加藤九祚先生を偲んで～

7  資格取得支援の拡充が決定！
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携帯サイトからも
タイムリーな情報を提供します
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●立正大学入学試験日程
[一般入学試験]

出願期間 試験日 合格発表日

2月試験
（前期）

郵送（消印有効） 1/  4（水）～1/20（金） 2/  3（金）
2/  4（土）
2/  5（日）

2/14（火）インターネット 1/  4（水）～1/22（日） 16：59まで
窓口／品川キャンパス 1/23（月） 10：00～17：00

2月試験
（後期）

郵送（消印有効） 1/16（月）～2/10（金）
2/21（火） 2/27（月）インターネット 1/16（月）～2/12（日） 16：59まで

窓口／品川キャンパス 2/13（月） 10：00～17：00

3月試験
郵送（消印有効） 2/13（月）～2/24（金）

3/  4（土） 3/10（金）インターネット 2/13（月）～2/27（月） 17：59まで
窓口／品川キャンパス 2/27（月） 10：00～17：00

[大学入試センター試験利用入学試験]
出願期間 試験日 合格発表日

前期 郵送（消印有効） 1/  4（水）～1/13（金） 個別試験は
課しません

2/14（火）
後期 郵送（締切日必着） 2/13（月）～3/11（土） 3/17（金）

●付属中学入学試験日程
募集人員 出願期間

（インターネット出願）
試験日

（集合時間） 試験科目 合格発表日
（校内掲示・HP）

第1回
午前入試

男女 計110名 1/20（金）～1/31（火）
2/1（水）   8:50

2科または4科
2/1（水） 14:30

午後入試 2/1（水） 15:00 2/1（水） 20:30

第2回
2科4科選択入試 男女 計  20名

1/20（金）～2/  1（水）
2/2（木）   8:50 2科または4科

2/2（木） 14:30英国・英算入試 男女 計  10名 2/2（木）   8:50 英・国または英・算
適性検査型入試 男女 計  20名 2/2（木）   8:50 適性検査Ⅰ・Ⅱ

第3回 男女 計  20名 1/20（金）～2/  2（木） 2/3（金）   8:50 2科または4科 2/3（金） 14:30
第4回 中高一貫6ヵ年特待入試 男女 計  10名 1/20（金）～2/  3（金） 2/4（土）   8:50 4科 2/4（土） 16:00
第5回 男女 計  10名 1/20（金）～2/  6（月） 2/7（火）   8:50 2科または4科 2/7（火） 14:30

●付属高校入学試験日程
募集人員 出願期間

（一般入試は日曜を除く）
試験日

（集合時間） 試験科目 合格発表日
（校内掲示）

推薦入試（進学クラス） 男女 計70名
1/15（日）～1/18（水） 1/22（日） 9:20 作文（50分・600字）

面接（個人） 1/22（日） 14:00
推薦入試（特進クラス） 男女 計10名
一般入試（第1回） 男女 計60名 1/25（水）～2/  9（木） 2/10（金） 8:50 学力試験（※）

面接（個人）
2/10（金） 18:00

一般入試（第2回） 男女 計20名 1/25（水）～2/10（金） 2/11（祝） 8:50 2/11（祝） 18:00
※一般入試の学力試験は、「国・数・英」「国・社・英」「数・理・英」のいずれかを選択して受験

2017年度入学試験日程

　

本
学
が
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ

る
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
な
人
材
は
、
社
会
と
の
積
極

的
な
関
わ
り
合
い
の
な
か
で
こ
そ

育
ま
れ
る
も
の
で
す
。
教
育
や
研

究
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

地
域
と
の
関
係
も
、
本
学
の
教
育

研
究
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
大
切

な
資
源
で
す
。
こ
の
こ
と
は
特
に

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
言
え

る
こ
と
で
す
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
周
年

（
社
会
福
祉
学
部
は
昨
年
度
、
地

球
環
境
科
学
部
は
来
年
度
に
そ
れ

ぞ
れ
20
周
年
）
の
節
目
に
当
た
っ

て
、こ
れ
か
ら
も
「
社
会
的
存
在
」

「
地
（
知
）
の
拠
点
」
と
し
て
社

会
連
携
・
実
践
機
能
を
一
層
発
揮

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
学
部
は
、
立
正
大
学

保
育
専
門
学
校
・
同
短
期
大
学
部

を
前
身
に
、
1
9
9
6
（
平
成

8
）
年
4
月
に
立
正
大
学
の
第
6

番
目
の
学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
、

2
0
1
6
年
3
月
末
を
も
っ
て
学

部
創
設
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
送
り
出
し
た
卒
業

生
は
5
0
0
0
名
以
上
。
そ
の
多

く
が
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
保
育
士
な
ど
の
社
会
福

祉
系
資
格
、
ま
た
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、
そ
し
て

2
0
1
1
年
か
ら
加
わ
っ
た
小
学
校

教
諭
な
ど
の
教
員
免
許
を
取
得
し
、

地
域
社
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
学
部
創
設
20
周
年

を
記
念
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
・

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
11
月

に
は
、『
命
あ
る
限
り
路
は
拓
か
れ

る
』（
株
式
会
社
ア
ー
ス
取
締
役
副

社
長
・
舩
後
靖
彦
氏
）、『
世
界
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
平
和
と
命
の

大
切
さ
』（
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
・
渡

部
陽
一
氏
）
と
題
し
た
二
つ
の
講

演
会
の
ほ
か
、
立
正
大
学
社
会
福

祉
学
会
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
社
会
福
祉
学
部
20
周

年
記
念 

2
0
0
6
年
か
ら
の
10

年
の
あ
ゆ
み 

2
0
1
5
』（
写
真
）

を
、
2
0
0
6
年
に
10
周
年
を
記

念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
福
祉

学
部
の
10
年 

2
0
0
5
』
に
続

く
形
で
刊
行
し
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
10
年
間
は
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
社
会
福
祉
分
野
で
は
障
害
者

権
利
条
約
の
国
連
採
択
、
障
害
者

虐
待
防
止
法
・
障
害
者
差
別
解
消

法
の
施
行
、児
童
福
祉
法
の
改
正
、

ま
た
教
育
分
野
で
は
幼
保
一
元
化

や
幼
小
連
携
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
社
会
の
状
況
が
刻
々

と
変
化
を
遂
げ
、
地
域
社
会
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
が

求
め
ら
れ
続
け
ま
し
た
。
20
周
年

記
念
誌
は
、
こ
う
し
た
な
か
で
の

社
会
福
祉
学
部
の
歩
み
を
記
録
に

留
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
悩
ま
し

い
課
題
の
山
積
す
る
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
立
ち
向
か
う
と
き
、
有
用

な
資
料
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

編
纂
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
本
年
度
は
20
周
年

に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
活
動
を
奨
励

し
、
複
数
教
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
の
成
果
は
『
立
正
大

学
社
会
福
祉
研
究
所
年
報
』、
ま

た
、
個
人
研
究
の
成
果
は
学
部
紀

要
『
人
間
の
福
祉
』
の
、
そ
れ
ぞ

れ
年
度
末
発
行
の
巻
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
ご
一
読
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

2
0
1
7
年 

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
周
年

社
会
連
携
・
実
践
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
特
性
の
一
層
の
発
揮
を
目
指
し
て

社
会
福
祉
学
部
創
設
20
周
年

「
命
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
、

記
念
誌
刊
行
な
ど
の
事
業
を
展
開

黒
木
優
太
、神
戸
文
也
、両
投
手
が

　
オ
リ
ッ
ク
ス
か
ら
ド
ラ
フ
ト
指
名
！

2
面
で
渡
部
陽
一
氏
の
講
演
の

詳
細
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
、
東
京
都
内
で

2
0
1
6
年
度
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
が
行
わ
れ
、
本
学
硬
式
野

球
部
の
黒
木
優
太
投
手
が
オ
リ
ッ

ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
2
位
指

名
、
神
戸
文
也
投
手
が
同
じ
く
オ

リ
ッ
ク
ス
の
育
成
3
位
指
名
を
受

け
ま
し
た
。
当
日
は
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
大
教
室
に
て
硬
式
野
球
部

員
、
学
生
、
教
職
員
、
報
道
陣
の

多
く
の
人
た
ち
が
会
場
内
に
設
置

さ
れ
た
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
見
守

り
ま
し
た
。
ド
ラ
フ
ト
2
巡
目
に

黒
木
選
手
が
指
名
さ
れ
る
と
、
静

か
だ
っ
た
教
室
内
に
歓
声
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
育
成
ド

ラ
フ
ト
3
巡
目
に
神
戸
選
手
が
指

名
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
黒
木
選
手
は
11
月
14
日

に
、
神
戸
選
手
は
11
月
22
日
に
そ

れ
ぞ
れ
オ
リ
ッ
ク
ス
と
仮
契
約
を

結
び
、
プ
ロ
へ
の
道
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。2

面
に
両
投
手
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載

▶育成ドラフトで
3位指名を受けた
神戸文也選手

◀ドラフトで2位
指名を受けた黒
木優太選手

12月12日には2人そろって熊谷市役所に富岡清
市長を表敬訪問。市長より「黒木君（写真左）が
先発、神戸君（写真右）が抑えの“立正リレー”の
試合を見せてほしい」と激励の言葉を頂きました

受 験生の皆さまへ

学校法人立正大学学園　理事長　古河良晧
立正大学　学　長　齊藤　昇

　立正大学付属立正中学校　　　　　　　　　
立正大学付属立正高等学校　校　長　大場一人

▲ 熊谷キャンパスの中心に
あるアカデミックキューブ

◀ アカデミックキューブ内にあるラーニ
ングコモンズ「RiLLFore（りるふぉれ）」

▲現在の熊谷キャンパス

▲開設当時の熊谷キャンパス
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